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高 松 市 趣 味 文 化 祭

参 加 に つ い て

昭和 59年 11月 18日 (日 )高松下民文化センター3Fに おいて、高松

雨趣味協会の文化祭が開催 されます。

わが JARL香 川 クラブもこれに参加 して公開運用を行います。

公開連用 は 10:00～ 15:30と なっておりますが、準備や片づけに

はた くさんの人手が必要ですので、多勢の方がたのご協力をお願 いします。

親 睦 レク リエ ー シ ヨン

に参 加 して

高松市趣味 協会 が主催 す る場陸 ンク リエーシヨンが、 9月 16日 (日 )に

開催 され ま t′ た。

協会 と しては、 1団体最低 3名 は参加 しては しいとい うことで したが、巡

回 コースが昨年香川 クラプが実施 したコースとほとん ど同 じだ ったため参加

者が ないのではないか と思 つていま した。 しか し思 いがけず 7名 の申込みが

あ り、全 体で 30数名 がバスにゆ っくりと腰 をおろしての 1日 旅行 は定刻 9

時 の出発 とな りました。 マイカーで行 くの とちが い、運転 の緊張 もな くt.ガ

イ ドさん の説明を聞 き流 しなか ら、最初の日的地 =大谷焼窯元 の地 へ と向い

ま した。

今回 は各 クラブの合同であ つたため、は じめて顔 を合 わせ る方 も多 く、趣

味の領域 も広いものとは思 っていましたが、焼物に興味をもっている人 も多

く、窯元では相当の売上げがあったのではないでしょうか。

霊山寺、 ドイツ館、大麻比吉神社を巡 り、徳島市内へと向いました。昼食

は蔵本駅前に近い、民芸割烹大正楼の大広間を借 り、 ビ=ルで乾杯 のあと、

気のきいた PBな昼食 となりま した。
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午焚は原生の椎林が残 る眉山山麓の天狗谷 といわれる、昼でもほの暗い山麓

を巧みに不」用 した、江戸初期に作廷 したが
`山

式風の氾泉観賞式庭園のある端巌

寺 を調ずれました。時 li轟 をかけて観賃すれは、もつと味わいのあるものになっ

たで しようが、素通 りで帰 ったのが残怠で した。

次に見学 したのが徳島県博物館です。郷土の考古・歴史・民俗資料を展示 し

た郷土室、実生活 と関係深い電気科学の実験教材 を展示 した科学室、そのほか

天又室、美術室、地学室、生物室などがありま した。

最後 に鳴門公園で架橋の進歩度を見学 しました。

帰 りにヨーロツパ風、スイスの片田合 にでも来たような錯寛を受けるンス ト ―`

ハ ウスで、展示 している絵画を観賞 しなが ら冷 たい飲物で一服 し、高松 蘭へ帰

着 したのは 19時過 ぎで した。

雲 ひとつない秋晴 れに恵 まれた FBな 一 日は、参加者 にとって何 よ りのプ ン

ゼン トで した。

参加者

JA5AHM JA5ETK JA51MF JA5JJR

JH5RYG JR5GcI,こ  JR50CN

電 話 級 標 準 コ ー ス 講 習 会

上 記 講 音 会 が 下 記 の と お り行 わ れ る 旨の連 絡 が あ り ま した の で

お 知 らせ します 。御 希 望 の方 々に よ ろ し く御 吹 聴 くだ さ い 。

な お 、 申 込 方 法 等 詳 綱 につ き ま して は、 当 ク ラ ブ会 長 、 高 松 市

内 有 名 電 気 店 で お尋 ね くだ さ い。

604rfr22lE*2n22F.
言己

の間で、実質 16日 間
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ア   メ  ダ   ス

t

NHKの 天気予報です っかり定着 したア メダスは「 雨だす (関西弁 )」 で

もなければ「 晴れ ドス」の反対語でもない。 AutOmated MotoOr一

〇pOgica■  Da ta ACo usitiOn System の頭文字か らなる

が、頭文字だけでは アムダスとなるので Moと 小文字を入れてアメダスにな

った。

全国千四百か所に気象庁が雨量、風向風速、日照、気温の 4デ ータを自動

測定、送信する気象ロボツ トをおいて、電話回線で集めている地域気象観測

ンステムのことである。その気象庁のコンピユーターとNHKの コンピユー

ターを直結 して、自動的に日本地図に「 雨の区域 」が描 けるようにな った。

あの地図上の青や赤の小 さな出角形 は、地表面積にして約 40キ ロ四方を示

している。その各地域に気象 ロボツ トが 2～ 3基 おかれていて、その最大の

降水量が青か亦になる。つまり青な ら 1時間に 20ミ リ未満、亦は 20ミ リ

以上でぁる。

1時 間に 20ミ リ、または 2セ ンチといわれてもビンとこないが、 20ミ

リ以上が 1時間内に降れば、東京都心な ら下水があふれるほどのどしゃ降り

でぁる。だから、雨が降 っていない (透明 )か 、降 っている (青 )、 どしゃ

降 り (赤 )と いう三つの段階ではあまりに種雑だが、いまのところ装置能力

はこれが限界。そのうちに七色模様でデ リケー トに描 かれるようになるかも

しれない。

当事者にとって厄介なことは、まわりが一滴 も降 っていないのに、ポツン

と赤が出たり、そばで放送局が生中継 している現場では雲一つない快晴であ

るのに気象 ロボツ トが雨だと送信 してきたりの誤まりである。

早朝か らこんな間違いを確認するため、人里離れた山中のロボツ トの状況

を調べるため、短時間で調査に向か う縁の下の人 々がいるといった苦労は、

あのアメダスの地図か らは想像出来ないであるう。
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アメダスに続 いて次は「 おしんだす」なんて、おふざけでないよという戸

がきこえるようだ。

(科学評論家 岸本康氏の 科学から )

四 国 電 渡 監 理 局 長 の 横 顔
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織議濃八 日本アマチユプ轟難連鯉

書 周 ク
・ラ ブ 纏 ・

JA5AH菫  天  野
JASIQP 合田日

JA3013 合田口

高松 市中新町 2-15

(〒 760,〕   天 野  英弘  方
(雪 凛L〕  高級 31-8282(昼 間〕

″ 35-2526〔 甕綺)

郵根裁書 r]庭 徳轟 4‐8758 JARL書 ′:lク ラブ
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